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地方交付税　１２億７，０００万円（６０．４％）

農業集落排水事業特別会計
１億６，１２０万円（１８．２％）

介護保険特別会計
１億４，６００万円（１６．５％）

後期高齢者医療保険特別会計
２，０８０万円（２．４％）

国民健康保険特別会計
３億２，６００万円（３６．８％）

簡易水道事業特別会計
２億３，１１０万円（２６．１％）

民生費　２億２，８９５万８千円（１０．９％）

その他　４，３９１万１千円（２．１％）

平成２８年度　村の各会計予算の概要

一 般 会 計

歳　 出【その他の内訳】
議会費（３３，２３１千円/１．６％）
労働費 （５，６７９千円/０．３％）
予備費 （５，０００千円/０．２％）
災害復旧費 （１千円/０．０％）

特別会計　歳入歳出

一 般 会 計

歳　 入
【その他の内訳】
地方消費税交付金
  ‥‥‥‥ （１９，８５１千円/０．９％）
財産収入 ‥ （１２，０４３千円/０．６％）
繰越金 ‥‥ （１１，０００千円/０．５％）
自動車取得税交付金
  ‥‥‥‥‥ （４，５６９千円/０．２％）
分担金及び負担金
  ‥‥‥‥‥ （１，０２３千円/０．０％）
配当割交付金  （２５１千円/０．０％）
利子割交付金  （１９０千円/０．０％）
株式等譲渡所得割交付金
  ‥‥‥‥‥‥ （１１２千円/０．０％）
地方特例交付交付金
  ‥‥‥‥‥‥ （６２千円/０．０％）
寄付金 ‥‥‥‥ （３千円/０．０％）
交通安全対策特別交付金
  ‥‥‥‥‥‥‥ （１千円/０．０％）

一　般　会　計
２１億４４０万円  　前年度比 １億３，８２０万円

特　別　会　計
８億８，５１０万円

諸支出金
３億４，３００万７千円
（１６．０％）

衛生費
４億１，５５８万５千円
（１９．８％）

その他　４，９１０万５千円（２．３％）

公債費　２億４９３万２千円（９．７％）

総務費　１億７，８４９万３千円
（８．５％）

教育費
１億８１１万７千円（５．１％）

消防費
９，０９６万８千円（４．３％）

繰入金　１億７，９４３万円（８．５％）

村債　１億３，８９０万円
（６．６％）

村税　１億１，３４９万８千円
（５．４％）

国庫支出金
１億５４２万８千円（５．０％）

諸収入　８，９８２万円（４．３％）

道支出金　７，５５０万５千円（３．６％）

使用料　５，１１５万２千円（２．４％）

地方譲与税　３，１５６万２千円（１．５％）

商工費　２億７３７万５千円（９．９％）

土木費　１億９，４５９万８千円（９．３％）

農林水産業費　８，８４５万６千円（４．２％）
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一般会計予算の主な使いみち　　〈各科目（太字）の後のかっこ内は主な担当課〉

【議会費（議会）】

　▼議会費 （議員報酬ほか） ……………………………………………… ３，３２３万１千円

【総務費（企画振興室）】

　▼国鉄代替輸送対策費　 （生活交通路線等維持費補助、高校通学定期運賃補助金ほか） …… １，４６２万６千円

　▼地域おこし協力隊事業費 （ムラカフェ内部改修工事請負費ほか） …………………… ６，７５７万０千円

【民生費（住民課）】

　▼障害者自立支援費 （障害福祉サービス費ほか） ………………………………… ６，５４０万４千円

　▼老人福祉費 （特別会計繰出金（介護）、生活支援事業委託料ほか） …　５，０４８万９千円

　▼高齢者生活福祉センター運営費  ………………………………………………………………… ３，７９８万６千円

　▼後期高齢者医療費 （療養給付費負担、特別会計繰出金ほか） ………………… ３，１０５万０千円

　▼児童措置費 （児童手当） …………………………………………………… １，０３５万５千円

【保健衛生費（住民課）】

　▼特別会計繰出金 （特別会計繰出金（簡易水道・農業集落排水）） ………１億９，７７６万８千円

　▼衛生施設費 （羽幌町外２町村衛生施設組合負担金） …………………… ９，２３０万１千円

　▼診療所費 （各診療所運営委託料、医師報酬ほか） …………………… ８，００１万９千円

　▼環境衛生費 （ごみ収集業務委託料ほか） ………………………………… ２，４３８万７千円

【労働費（経済課）】

　▼労働者対策費 （公園等維持管理業務委託ほか） ……………………………… ５６７万９千円

【農林水産業費（経済課）】

　▼多面的機能支払事業費 （多面的機能支払交付金ほか） ……………………………… １，６０９万２千円

　▼畜産業費 （農業競争力強化基盤整備事業負担金ほか） ……………… １，４６５万４千円

【商工費（経済課）】

　▼岬センター運営費 （工事請負金（外壁補修・内部改修）ほか） ………… １億４，７０７万０千円

　▼商工業振興費 （村商工会運営事業補助金ほか） …………………………… ４，１６８万４千円

　▼観光費 （村観光協会運営事業補助金ほか） ………………………… １，１２９万０千円

【土木費（経済課）】

　▼道路新設改良費 （大川橋補修工事請負費ほか） ……………………………… ６，０８０万０千円

　▼道路除雪費 （除雪委託料ほか） …………………………………………… ５，６３０万５千円

　▼住宅管理費 （村営住宅長寿命化事業改修工事請負費ほか） …………… ２，６９６万５千円

　▼公園費 （みさき台公園等維持管理業務委託料ほか） ……………… ２，４０２万２千円

　▼住環境整備促進費 （定住促進住環境整備費助成金） ……………………………… ４４０万０千円

【消防費（消防）】

　▼消防費 （北留萌消防組合負担金ほか） ……………………………… ８，４８８万１千円

【教育費（教育委員会）】

　▼中学校費 （学校管理費ほか） …………………………………………… ２，３２８万８千円

　▼小学校費 （学校管理費ほか） …………………………………………… １，３８４万４千円

　▼自然交流センター運営費　　  ………………………………………………………………… １，７０８万９千円

【公債費（総務課）】

　▼公債費 （長期債元金・利子償還金ほか） ………………………… ２億４９３万２千円

【諸支出金（総務課）】

　▼職員給与費 （特別職・一般職給料、手当及び負担金ほか） ……… ３億４，０３４万１千円

※予算説明概要書については、役場、自然交流センター、岬センター、有明母と子の家、ふれあいの里豊岬館、

福祉の家共成館、初山別診療所、ＪＡオロロン初山別支所に配置しております。
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協力隊辞令交付式１晶

ふじみへき地保育所入所式４捷

初山別小学校入学式
初山別中学校入学式

６昌

観光協会役員会８晶

初山別村子ども会育成員連絡協議会総会１１捷

自治会行政委員連絡会談１２昇

ほしっこくらぶ１３昌

乳がん・子宮がん検診（～１８日）１７掌

民生委員協議会２０昌

第１回初山別村校長会議２１昭

入札２６昇
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４月のこ んなこ とあんなこ と

☆ふじみへき地保育所☆
　４月４日、新たに２人の

園児が加わり、年少組

（ちゅーりっぷ組）以前か

ら入所していた３人と合わ

せて５人になりました。

　新入園児の２人は「入園

おめでとう」と書かれたメ

ダルを貰い、名前を呼ばれ

ると元気よく返事をしてい

ました。
☆初山別小学校☆
　４月６日、大きなランド

セルを背負い、８人の新入

生が入学しました。

　入学式では緊張した面持

ちで、熱心に話を聞いてい

ました。

　教室に戻ってからのホー

ムルームでは担任の先生に

関するクイズが出されるな

ど、初めての学校生活が笑

顔で始まりました。
☆初山別中学校☆
　４月６日、真新しい制服

に身を包み、９人の新入生

が入学しました。

　入学式では新入生代表の

山本晴喜さんが「新入生代

表のことば」を話すなど、

立派に中学生としてのス

タートを切りました。

　小学校とは授業内容や生

活ががらりと変わる中学校。

これからが楽しみですね。

建建建建建入園・入学おめでとう

新入生代表　山本 晴喜さん



右

　少しでもいろいろな人と絆を強められる

よう頑張りたいです。宜しくお願いします！

＊出身：京都府

＊担当地区：有明

＊趣味：将棋

　ギター

【新】村﨑　圭梧（むらさき けいご）

　村に多世代で交流できる場を作ります。

宜しくお願いします！

＊出身：札幌市

＊担当地区：有明

＊趣味：

　子どもと遊ぶこと

　登山

【新】堀　翔太郎（ほり しょうたろう）

　地域にある資源を見つけて、アイディア

を提案したいです。宜しくお願いします。

＊出身：旭川市

＊担当地区：初山別

＊趣味：読書

　音楽鑑賞

【新】津村　太貴（つむら たいき）

　おかげさまで協力隊３年目を迎え、気持

ち新たに日々邁進してまいります。

＊協力隊３年目

＊担当地区：豊岬

　安田　清華（やすだ さやか）

　また１年、一生懸命頑張ります！よろし

くお願いします！

＊協力隊３年目

＊担当地区：豊岬

　坂本香菜子（さかもと かなこ）

　協力隊として最後の年度。地域に根付き、

次へつながる活動を目指します。

＊協力隊３年目

＊担当地区：初山別

　佐古　　大（さこ ひろし）

地域おこし協力隊のご紹地 域 おこし協力隊のご紹介介
今年４月より地域おこし協力隊が３名加わり、６名体制となりました。

村の活性化のために頑張りますので、応援よろしくお願いいたします。



★津村　太貴　Ｔａｉｋｉ Ｔｓｕｍｕｒａ
　皆さん初めまして。地域おこし協力

隊に参加させて頂くことになりました

津村です。まだわからないことばかり

ですが、どうぞよろしくお願い申し上

げます。

　地域おこし協力隊の活動として、ま

ずは地域の方とお話しをして、自分を

知ってもらい、多くの方と仲良くなり

たいと考えています。そして徐々に本

の普及など他の活動もしていきたいと

思います。本棚を設置してもいいよと

いう方がいらっしゃいましたら、気軽

に津村までご連絡ください。またこの

ようなイベントを開催してほしいとい

う面白い案がありましたらお声をおか

けください。

　初山別村に住む皆さんに、村が賑や

かになった、活気のある村になったと

思われるような地域づくりを応援した

いと思います。どうぞよろしくお願い

いたします。

宇

初山別村克雪管理センター内
電話・F AX ６７－ ２７１７
ｓｓｂ． ｏｋｏｓｈｉ＠ｇｍａｉｌ． ｃｏｍ

ｆａｃｅｂｏｏｋページ
ｈｔｔｐｓ：//ｗｗｗ． ｆａｃｅｂｏｏｋ．
ｃｏｍ/ｓｈｏｓａｎｂｅｔｓｕ．ｏｋｏｓｈｉ

★村﨑　圭梧　Ｋｅｉｇｏ Ｍｕｒａｓａｋｉ
　はじめまして。村﨑圭梧といいます。

出身は京都です。

　ここ初山別に来てからよく村の方々

に挨拶をさせてもらうのですが、「京

都から来ました」と言うと、必ず「京

都のどこだ？」と聞かれます。そして

修学旅行に行った話（北海道の学校で

は定番みたいですね）だとか、出張で

関西に行ったついでに神社に寄った話、

出稼ぎに行ったついでに芸者遊びをし

た話だとかを楽しそうにお話しして下

さいます。僕はなんとか話を広げたい

と思い、頭を回転させるのですが、正

直な話何も思いつきませんでした。

　初山別の方々よりも自分の住んでい

た場所のことを知らなかったのです。

自分が暮らす土地に興味を持つことな

く、毎日を過ごしてきたことをこうし

た機会を得て初めて気づかされました。

　今は初山別村に住んでいます。これ

から「どこに住んでいるの？」と尋ね

られ「初山別村です」と答える時にい

くらでも話が膨らませることができる

くらい、ここに馴染むことができれば

いいなと考えています。よろしくお願

いします。

★堀　翔太郎　Ｓｈｏｔａｒｏ Ｈｏｒｉ
【１】村のネットワークの凄さとは？

　８日には村役場の皆様に新隊員の歓迎会

を催して頂き、有難うございました。会で

は、「堀が村崎を車で送迎している」と多く

の方がご存知であったことに驚かされ、

「ＳＮＳ（ソーシャル・ネットワーク・サー

ビス）より、ＳＳＢ（ショ・サン・ベツ）」

と考えを改めました。

【２】月で餅をつく動物は？

　９日にしょさんべつ天文台を訪れ、黒田

技師長にご案内頂きました。特に面白かっ

たのは月の模様のお話。子どもには「象の

餅つき」、海外では「ライオン」に見える

とか。技師長曰く、「科学ですべてを解明

すると夢がなくなる」。分からない方が良

いこともあるのですね。

【３】なぜ村に来たのか？

　最近よくいただくご質問が「札幌出身で北大卒なのに、どうして都

会の会社勤めを選ばずに田舎に来たの？」。私は「多世代で交流でき、

誰もが安心して居られる居場所」を作ることを仕事にしたいと思い、

コミュニティカフェなどを通してそれを実現しに来ました。生活の便

利さや安定よりも「やりたいことで村の役に立てるなら」という気持

ちです。

３名の新隊員より！

　若い力が加わり新たなスタートを切

りました。隊員の年齢を平均してみる

となんと２７歳。２０代に囲まれ一人アラ

フォーの私……（沈黙）

　リーダーとか最高責任者とか言われ

るところ、皆に思うがままのびのびと

活動してもらえるべく頭を下げに行く

のが私の仕事だと思うところ、体力仕

事の３日も後に太ももが唐突に肉離れ

を起こすところ、名実ともに歳を取っ

たなぁと感じる新年度の始まりです。

【佐古】



烏

煙
若
さ
を
保
つ
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　
介
護
が
必
要
な
状
態
に
な
る
の
を

防
ぐ
た
め
に
は
、
元
気
な
今
の
う
ち

か
ら
の
取
り
組
み
が
大
切
で
す
。

　
い
つ
ま
で
も
元
気
で
自
分
ら
し
い

生
活
を
送
る
た
め
に
筋
力
を
落
と
さ

な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
筋
肉
は
年
齢
に
関
わ
ら
ず
つ
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
無
理
な
く
効
果

的
に
筋
肉
を
つ
け
る
こ
と
の
で
き
る

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
ゆ
っ
く
り
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
）
を
紹
介
し
ま
す
。

煙
準
備
運
動
と
ス
ト
レ
ッ
チ
は
必
ず

行
い
ま
し
ょ
う

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
前
に
は
ケ
ガ
を

防
ぐ
た
め
に
必
ず
準
備
運
動
を
し
、

終
わ
っ
た
ら
疲
れ
を
取
る
た
め
ス
ト

レ
ッ
チ
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

〈
準
備
運
動
〉

・
そ
の
場
で
足
踏
み
を
　
～
　
回

３０

５０

（
う
っ
す
ら
汗
ば
む
程
度
で
良
い
）

・
腕
を
大
き
く
振
り
な
が
ら
１
秒
に

１
回
く
ら
い
の
ペ
ー
ス
で
左
右
交
互

に
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
行
う
。

煙
ゆ
っ
く
り
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　
軽
め
の
負
荷
で
ゆ
っ
く
り
と
短
時

間
で
行
う
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
、
普
通

の
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
比
べ
て
次

の
よ
う
な
利
点
が
あ
る
た
め
、
高
齢

の
方
や
、
こ
れ
か
ら
運
動
を
始
め
る

方
に
適
し
て
い
ま
す
。

①
血
圧
の
上
昇
が
少
な
い

②
関
節
を
痛
め
る
可
能
性
が
少
な
い

③
器
具
な
し
で
行
う
こ
と
が
で
き
る

　
椅
子
の
背
に
手
を
置
き
支
え
に
し

な
が
ら
足
を
肩
幅
よ
り
や
や
広
く
開

い
て
立
ち
、
つ
ま
先
を
や
や
外
側
に

向
け
ま
す
。
し
ゃ
が
ん
だ
と
き
に
少

し
上
体
を
前
か
が
み
に
さ
せ
、
そ
の

と
き
ひ
ざ
が
つ
ま
先
よ
り
も
前
に
出

な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
す
。

　
手
を
お
尻
よ
り
や
や
後
ろ
に
つ
き
、

両
足
を
伸
ば
し
て
左
だ
け
浮
か
し
た

状
態
か
ら
足
を
胸
に
引
き
つ
け
ま
す
。

上
体
は
や
や
後
ろ
に
倒
し
て
お
き
、

足
を
引
き
つ
け
る
と
き
に
上
体
も
起

こ
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
両
手
両
ひ
ざ
、
両
足
を
床
に
つ
い

て
、
床
に
平
行
に
な
る
よ
う
に
背
中

を
ま
っ
す
ぐ
に
し
ま
す
。
手
は
肩
幅

よ
り
少
し
広
め
に
つ
い
て
、
両
腕
を

曲
げ
伸
ば
し
ま
し
ょ
う
。

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
全
身
を
バ
ラ
ン

ス
よ
く
鍛
え
た
ほ
う
が
よ
く
、
ま
た

筋
肉
を
増
や
す
た
め
に
は
、
使
っ
た

筋
肉
は
し
ば
ら
く
休
ま
せ
た
方
が
効

率
が
よ
い
の
で
、
こ
れ
ら
の
運
動
は

１
日
１
種
類
ず
つ
行
う
と
よ
い
で

し
ょ
う
。
　
　
　
（
担
当
　
大
水
）

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

太
も
も
の
運
動

ゆ
る
や
か
ス
ク
ワ
ッ
ト

目
標
：
５
～
　
回
×
３
セ
ッ
ト

１０

お
な
か
の
運
動

ひ
ざ
の
引
き
つ
け

目
標
：
５
～
　
回
×
３
セ
ッ
ト

１０

胸
と
腕
の
運
動

か
ん
た
ん
腕
立
て
伏
せ

目
標
：
５
～
　
回
×
３
セ
ッ
ト

１０
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○
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　
初
山
別
村
字
有
明

　
　
酒
 井
　
美
 幸
　
氏

　
　
　
　
　
　
　
（
新
任
） 

○
固
定
資
産
評
価
審
査

　
　
　
　
　
　
委
員
会
委
員

　
初
山
別
村
字
豊
岬

　
　
租
 田
　
孝
 一
 氏

（
再
任
）

　
初
山
別
村
字
初
山
別

　
　
永
 井
　
正
 喜
　
氏

（
再
任
）

①
初
山
別
村
行
政
不
服
審
査
法
施
行
条
例
の
制
定

②
非
常
勤
の
特
別
職
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
支
給
条
例

の
一
部
改
正

③
初
山
別
村
情
報
公
開
条
例
等
の
一
部
改
正

④
初
山
別
村
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す

る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個

人
番
号
の
利
用
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

⑤
初
山
別
村
税
条
例
の
一
部
改
正

⑥
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
及
び
初
山
別
村
職
員
の
勤

務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

⑦
初
山
別
村
し
尿
等
に
関
す
る
条
例
の
制
定

⑧
初
山
別
村
立
へ
き
地
保
育
所
条
例
の
一
部
改
正

⑨
初
山
別
村
乳
幼
児
等
医
療
費
助
成
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

⑩
初
山
別
村
立
診
療
所
設
置
条
例
の
一
部
改
正

⑪
初
山
別
村
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例
の
一

部
改
正

⑫
初
山
別
村
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事

業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め

る
条
例
の
一
部
改
正

⑬
初
山
別
村
道
路
占
用
料
徴
収
条
例
の
一
部
改
正

　
３
月
定
例
会
は
、
３
月
９
日
・
　
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
村
長
提
出

１０

の
議
案
は
、　

年
度
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
予
算
を
は
じ
め
、　

年
度
各
会
計
補
正
予

２８

２７

算
、
条
例
の
制
定
・
改
正
、
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
同
意
な
ど
　
件
で
、
い
ず
れ
も
審
議

３０

の
結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
２
名
の
議
員
が
村
政
の
執
行
に
つ
い
て
村
長
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

村
長
か
ら
辞
令
書
を
受
け
る

酒
井
委
員

委

員

の

同

意

条

例

の

制

定
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好
好
好
好
好
好
好
好

好
好
好
好
好
好
好
好

迂

村
長
 学
校
給
食
に
つ
い
て

は
、
以
前
か
ら
一
般
質
問
、

質
疑
等
が
あ
り
、
教
育
長
か

ら
「
検
討
す
る
旨
」
の
答
弁

が
な
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　
学
校
給
食
に
つ
き
ま
し
て

は
、
教
育
委
員
会
実
施
の
保

護
者
説
明
会
の
中
で
の
「
判

断
は
行
政
に
任
せ
る
」
と
の

意
見
を
受
け
、
教
育
委
員
会

と
し
て
検
討
を
進
め
て
き
た

も
の
で
あ
り
、
そ
の
検
討
結

果
に
つ
い
て
は
、
昨
年
３
月

末
に
教
育
委
員
長
か
ら
「
学

校
給
食
の
あ
り
方
に
つ
い

て
」
の
中
間
報
告
が
あ
っ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
そ
の

報
告
で
は
「
学
校
で
の
給
食

の
実
現
に
向
け
て
、
ど
の
よ

う
な
方
法
な
ら
実
現
可
能
で

あ
る
か
、
さ
ら
に
具
体
的
に

検
討
を
進
め
る
」
と
の
報
告

で
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
検
討
を
踏
ま
え
、

村
長
宛
に
教
育
委
員
会
か
ら

最
終
報
告
書
の
提
出
が
あ
っ

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
内
容
で
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
ま
で
の
検
討
事
項
で
あ

る
学
校
給
食
の
意
義
、
学
校

給
食
の
現
状
、
食
育
、
学
校

運
営
上
の
課
題
、
給
食
実
施

方
式
の
経
費
ほ
か
を
示
し
た

う
え
で
、「
ま
と
め
」
と
し
て
、

教
育
委
員
会
で
は
、
学
校
給

食
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
児

童
生
徒
の
推
移
や
管
内
の
学

校
給
食
の
方
式
、
道
内
類
似

町
村
学
校
給
食
状
況
、
昼
食

の
方
式
な
ど
様
々
な
角
度
か

ら
考
察
し
、

①
成
長
期
に
あ
る
児
童
生
徒

の
心
身
の
健
全
な
発
達
の

た
め
、
小
中
学
生
の
昼
食

と
し
て
安
全
で
栄
養
の
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
豊
か
な

食
事
の
提
供
が
で
き
る
学

校
給
食
の
実
施
が
望
ま
し

い
と
考
え
る
。

②
給
食
導
入
の
方
式
と
し
て
、

セ
ン
タ
ー
方
式
が
望
ま
し

い
と
考
え
る
が
、
長
期
的

な
視
野
と
財
政
状
況
を
踏

ま
え
、
望
ま
し
い
方
式
を

採
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

す
る
。

と
の
報
告
で
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
報
告
を
受
け
、
村
と

し
て
最
終
検
討
を
進
め
て
い

く
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、

・
将
来
の
児
童
生
徒
数
を
考

え
た
場
合
の
学
校
給
食
施

設
建
設
へ
の
多
額
の
費
用

の
投
入
の
是
非

・
超
高
齢
化
社
会
で
の
食
関

連
施
策
、
配
食
サ
ー
ビ
ス

の
必
要
性

・
保
育
所
児
童
へ
の
給
食
の

提
供

・
遊
休
公
共
施
設
等
利
用
の

可
能
性

な
ど
、
様
々
な
視
点
を
加
え

な
が
ら
、
学
校
給
食
に
必
要

な
調
理
場
施
設
の
整
備
に
併

せ
て
、
地
域
の
食
育
活
動
の

拠
点
機
能
を
有
す
る
施
設
と

し
て
の
整
備
等
に
つ
い
て
、

既
定
の
補
助
制
度
の
研
究
、

ま
た
地
方
創
生
に
関
連
す
る

新
た
な
補
助
制
度
の
模
索
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
　
今
後
、
こ
れ
ら
の
条
件
を

備
え
た
施
設
と
し
て
の
青
写

真
を
描
き
な
が
ら
、
整
備
費

用
、
維
持
運
営
費
の
見
積
等

を
行
い
つ
つ
、
補
助
制
度
の

探
求
を
行
う
と
と
も
に
、
将

来
的
な
財
政
状
況
を
十
分
見

据
え
た
中
で
、
学
校
給
食
実

施
に
つ
い
て
更
に
知
見
を
深

め
、
最
終
判
断
を
致
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
議
会
の
質
問

を
受
け
、
村
が
検
討
を
進

め
て
い
る
も
の
で
す
。

行

政

報

告

「
学
校
給
食
」
の
検
討
状
況
に
つ
い
て
報
告

　
本
年
４
月
　
日
以
降

１４

の
一
連
の
地
震
に
よ
り
、

甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し

多
く
の
尊
い
命
が
失
わ

れ
ま
し
た
。

　
犠
牲
に
な
ら
れ
た

方
々
に
謹
ん
で
哀
悼
の

意
を
表
し
ま
す
と
と
も

に
、
被
災
さ
れ
た
す
べ

て
の
方
に
心
か
ら
お
見

舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
一
日
も
早
い
復
旧
、

復
興
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。初

山
別
村
議
会

熊本地震により

被災されました皆さまに

謹んでお見舞い申し上げます



雨

 

繋
 災
害
時
に
お
け
る
児
童

生
徒
の
対
応
に
つ
い
て

　
２
月
　
日
、
低
気
圧
の
影

１５

響
を
受
け
、
午
前
　
時
よ
り

１０

羽
幌
町
北
町
か
ら
字
初
山
別

の
区
間
で
国
道
通
行
止
め
が

実
施
さ
れ
、
有
明
地
区
の
児

童
・
生
徒
６
名
が
帰
宅
で
き

ず
自
然
交
流
セ
ン
タ
ー
で
待

機
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
幸

い
午
後
８
時
　
分
に
開
通
し
、

３０

全
員
無
事
に
帰
宅
で
き
た
。

こ
の
間
、
教
育
委
員
会
職
員

全
員
で
保
護
者
へ
の
連
絡
や

子
供
達
の
身
の
回
り
の
お
世

話
を
し
、
学
校
職
員
も
交
替

で
様
子
を
見
て
下
さ
っ
た
。

そ
れ
で
も
、
子
供
達
に
は
初

め
て
の
経
験
で
あ
り
抱
え
た

ス
ト
レ
ス
も
相
当
な
も
の
で

あ
っ
た
と
推
察
す
る
。
こ
の

こ
と
を
基
に
教
育
長
に
伺
う
。

①
児
童
・
生
徒
の
災
害
時
に

お
け
る
避
難
や
待
機
の
状
況

に
あ
っ
て
は
心
身
の
ケ
ア
に

備
え
、
保
健
師
・
看
護
師
の

配
置
も
必
要
で
は
な
い
か
。

②
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
に

あ
た
り
、
乗
務
員
と
教
育
委

員
会
職
員
が
緊
急
事
態
に
備

え
、
勤
務
時
間
内
・
外
を
問

わ
ず
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行

中
、
常
に
連
絡
調
整
が
取
れ

て
い
る
か
。

③
現
在
、
小
中
学
校
に
は
、

災
害
に
向
け
て
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
が
備
え
ら
れ
て
い
る
が
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
は
無
い
。

今
回
の
体
験
を
基
に
、
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
に
つ
い

て
も
災
害
時
に
お
け
る
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
備
え
て

は
ど
う
か
。

教
育
長
 ２
月
　
日
の
国
道

１５

通
行
止
め
に
よ
る
有
明
地
区

の
児
童
・
生
徒
が
一
時
的
に

帰
宅
困
難
に
な
っ
た
件
の
対

応
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　
同
日
午
後
３
時
頃
、
夜
中

ま
で
国
道
が
通
行
止
め
に
な

る
と
い
う
情
報
を
得
、
学
校

と
協
議
し
保
護
者
に
一
報
を

入
れ
確
認
を
取
っ
た
後
、
一

時
的
に
自
然
交
流
セ
ン
タ
ー

に
避
難
さ
せ
、
教
育
委
員
会

が
用
意
し
た
夕
食
を
取
り
、

休
息
し
な
が
ら
宿
泊
も
含
め
、

交
通
網
の
回
復
を
待
ち
、
い

つ
で
も
帰
宅
送
迎
で
き
る
よ

う
職
員
が
待
機
。
ま
た
、
当

夜
、
小
中
学
校
の
先
生
方
が

子
供
達
の
様
子
を
気
遣
っ
て
、

自
主
的
に
交
流
セ
ン
タ
ー
を

訪
れ
、
差
し
入
れ
や
声
掛
け

な
ど
の
配
慮
も
い
た
だ
い
た
。

　
そ
の
後
、
午
後
８
時
　
分
３０

か
ら
国
道
開
通
と
の
情
報
を

受
け
、
子
供
達
全
員
を
無
事

送
り
届
け
た
。

①
子
供
達
に
限
ら
ず
、
災
害

時
に
は
心
身
の
ケ
ア
は
重
要

と
考
え
る
が
、
ま
ず
は
人
身

の
安
全
確
保
が
最
優
先
と
考

え
、
保
健
師
・
看
護
師
の
配

置
は
し
て
い
な
い
が
、
避
難

状
況
等
を
見
な
が
ら
関
係
機

関
と
の
連
携
を
取
る
こ
と
も

必
要
と
考
え
る
。

②
ス
ク
ー
ル
バ
ス
と
の
連
絡

体
制
は
、
留
萌
教
育
局
に
お

い
て
災
害
時
の
緊
急
連
絡
網

を
作
成
し
て
お
り
、
教
育
委

員
会
と
し
て
も
関
係
機
関
と

の
緊
急
連
絡
網
を
内
部
で
作

成
し
て
い
る
。
ス
ク
ー
ル
バ

ス
運
転
手
と
随
時
携
帯
電
話

で
連
絡
が
取
れ
る
態
勢
を

取
っ
て
い
る
。

③
学
校
も
危
機
管
理
マ
ニ
ュ

ア
ル
は
作
成
し
て
お
り
、
地

震
・
火
災
・
不
審
者
な
ど
を

想
定
し
た
避
難
訓
練
を
年
２

回
以
上
実
施
す
る
な
ど
日
頃

か
ら
備
え
て
い
る
。
ス
ク
ー

ル
バ
ス
に
関
し
て
は
、
臨
時

休
業
、
集
団
下
校
等
児
童
生

徒
の
移
動
手
段
と
し
て
の
簡

単
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
あ
る
が
、

通
学
に
関
す
る
災
害
時
を
想

定
・
考
慮
し
、
子
供
達
が
安

心
し
て
登
下
校
で
き
る
よ
う

今
一
度
運
行
体
制
を
確
認
し

た
い
。

垢
 ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
中

に
教
育
委
員
会
は
勤
務
時
間

外
も
運
転
手
と
連
絡
が
取
れ

る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
か
。

　
ま
た
、
こ
れ
を
機
に
避
難

所
の
確
保
や
協
力
体
制
を
確

立
し
て
ほ
し
い
。
教
育
委
員

会
と
の
連
絡
体
制
の
ほ
か
何

か
あ
っ
た
時
に
地
域
の
住
民

に
お
願
い
す
る
こ
と
は
考
え

て
い
る
か
。

茅
 担
当
者
と
運
転
手
が
時

間
を
関
係
な
く
連
絡
が
取
れ

る
体
制
に
な
っ
て
い
る
。

　
今
回
の
一
時
避
難
を
経
験

し
、
悪
天
候
時
の
運
行
基
準

等
に
つ
い
て
全
体
的
な
判
断

基
準
や
登
下
校
時
の
対
応
を

検
討
し
た
い
。

一

般

質

問

Ｑ　スクールバスの災害時の

　　　　　　　マニュアル作成を

Ａ　災害時を想定した

　　　　　　　　運行体制を確認する
三谷　博子 議員

村田　教育長
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繋
 高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

　
報
道
さ
れ
て
い
る
次
の
３

件
の
事
案
が
現
在
の
高
齢
者

福
祉
の
状
況
を
現
し
て
い
る

と
思
い
、
村
長
の
こ
の
事
案

に
対
す
る
思
い
を
伺
う
。

①
先
日
判
決
が
出
た
Ｊ
Ｒ
東

海
の
人
身
事
故

②
多
発
す
る
老
々
介
護
に
よ

る
痛
ま
し
い
事
故

③
高
齢
者
の
除
雪
事
故

村
長
 事
案
は
認
知
症
の
方

そ
し
て
そ
の
方
達
を
介
護
す

る
中
で
不
幸
に
も
起
き
た
事

故
で
あ
り
、
大
変
痛
ま
し
い

と
考
え
る
。
そ
の
一
方
で
家

族
や
介
護
者
に
そ
の
負
担
を

過
重
に
負
わ
せ
て
い
る
こ
と

が
図
ら
ず
も
現
れ
た
も
の
で

あ
る
。
認
知
症
に
対
す
る
国
、

村
に
お
け
る
体
制
整
備
に
猶

予
が
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に

す
る
事
案
で
あ
る
。
高
齢
者

の
皆
さ
ん
が
住
み
慣
れ
た
環

境
の
中
で
最
後
ま
で
尊
厳
を

保
持
し
、
そ
の
人
ら
し
く
生

活
を
営
む
こ
と
を
可
能
と
し

て
い
く
た
め
に
は
、
在
宅
の

介
護
サ
ー
ビ
ス
と
医
療
サ
ー

ビ
ス
を
適
切
に
組
み
合
わ
せ

て
安
心
が
持
て
る
環
境
を
整

備
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
高
齢
者
の
除
雪
事
故
に
つ

い
て
は
看
過
で
き
な
い
事
案

で
あ
る
。
有
効
な
対
策
を
講

じ
て
い
か
な
け
れ
ば
と
考
え

る
。

垢
 こ
の
よ
う
な
事
故
が
起

こ
り
得
る
こ
と
を
共
有
す
る

こ
と
が
必
要
。
又
、
老
々
介

護
の
事
故
も
行
政
や
社
会
福

祉
協
議
会
側
は
「
も
う
少
し

言
っ
て
く
れ
れ
ば
」「
相
談
し

て
く
れ
れ
ば
何
と
か
な
っ
た

の
に
」
と
い
う
コ
メ
ン
ト
が

多
い
。
で
も
、
ど
の
よ
う
に

相
談
し
て
い
い
か
知
ら
な
い

人
が
多
い
。
結
果
的
に
地
域

に
迷
惑
を
掛
け
て
る
と
思
い

言
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
状

況
が
起
こ
っ
て
し
ま
う
。
ど

う
い
う
方
法
で
見
守
る
か
を

徹
底
し
な
け
れ
ば
。

　
除
雪
事
故
は
、
事
故
と
い

う
よ
り
人
が
い
な
い
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
い
っ
て
も
遠
慮

が
あ
る
と
思
う
。
実
態
が
ど

う
か
考
え
て
い
か
な
い
と
進

ま
な
い
と
思
う
が
。

茅
 徘
徊
の
事
故
は
、
介
護

の
問
題
を
個
人
の
問
題
で
は

な
く
、
介
護
保
険
あ
る
い
は

公
的
な
救
済
措
置
の
仕
組
み

と
し
て
新
し
い
制
度
づ
く
り

が
急
務
で
あ
る
。
お
互
い
の

助
け
合
い
の
中
で
対
応
し
て

い
く
シ
ス
テ
ム
作
り
を
求
め

ら
れ
て
い
る
。

罫
 高
齢
者
福
祉
と
地
方
創

生
と
の
連
動
に
つ
い
て

　
高
齢
者
福
祉
・
介
護
を
遊

休
施
設
（
豊
岬
小
中
学
校
）

を
使
い
、
国
・
道
の
方
針
に

対
す
る
「
受
け
」
を
「
攻
め
」

の
方
向
性
で
検
討
し
、
次
の

方
策
で
地
方
創
生
と
連
動
で

き
な
い
か
。

①
介
護
施
設
で
の
状
況
か
ら

広
い
場
所
で
の
介
護
に
変
換

し
、
安
心
感
を
持
っ
て
も
ら

う
。

②
認
知
症
の
方
の
見
守
り
介

護
、
行
動
介
護
（
造
語
）
を

行
い
、
行
動
を
記
録
す
る
こ

と
に
よ
り
今
後
の
介
護
方
法

や
医
学
に
寄
与
で
き
る
。

③
介
護
離
職
し
た
方
や
在
宅

で
仕
事
し
て
い
る
方
の
来
村

を
促
す
。

④
古
く
は
回
廊
と
な
っ
て
い

た
豊
岬
小
中
学
校
の
構
造
を

復
元
し
「
徘
徊
」
の
高
齢
者

が
「
振
り
出
し
」
に
安
全
に

戻
っ
て
来
る
施
設
。

村
長
 施
設
化
に
よ
り
安
心

を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
、

現
状
の
在
宅
ケ
ア
で
は
実
現

で
き
な
い
施
設
の
大
き
な
機

能
で
あ
る
。
一
方
で
入
所
者

が
施
設
の
中
で
自
分
の
役
割
、

存
在
意
義
を
見
失
う
こ
と
も

あ
り
認
知
症
が
悪
化
す
る
こ

と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
村

が
目
指
す
高
齢
者
介
護
は
、

介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
自

宅
に
住
み
家
族
や
親
し
い

人
々
と
共
に
不
安
の
な
い
生

活
を
送
り
た
い
と
い
う
高
齢

者
の
願
い
に
応
え
る
こ
と
で

最
後
ま
で
そ
の
人
ら
し
い
人

生
を
送
る
こ
と
を
目
指
し
た

い
。
　
ご
指
摘
の
そ
れ
ぞ
れ
の
視

点
を
生
か
し
て
の
施
設
化
に

つ
い
て
は
、
一
つ
の
有
効
な

手
段
と
考
え
、
施
設
ケ
ア
の

あ
り
方
を
研
究
し
て
い
く
。

ま
た
、
地
方
創
生
に
繋
が
る

方
向
も
視
野
に
検
討
し
た
い
。

垢
 医
学
的
、
介
護
技
術
に

寄
与
で
き
れ
ば
金
銭
的
リ
ス

ク
が
少
し
あ
っ
て
も
行
政
の

責
任
で
ト
ー
タ
ル
で
考
え
な

け
れ
ば
。
今
何
が
で
き
る
か

と
言
え
ば
、
高
齢
者
の
方
々

が
ほ
っ
と
で
き
る
場
所
の
提

供
。
高
齢
者
と
コ
ン
タ
ク
ト

を
取
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

茅
 平
成
　
年
度
は
地
域
包

２８

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

活
発
化
さ
せ
て
い
き
た
い
。

一

般

質

問

Ｑ　起こり得る高齢者事故を

　　　　共有することが必要では

Ａ　助け合いのシステムづくりを

　　　　　　　　　　　　求められている
斉藤　勝三 議員

宮本　村長
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般
会
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総
務
費

垢
 人
事
評
価
は
誰
が
ど
の

よ
う
に
行
う
の
か
。

茅
 各
課
・
個
人
の
目
標
を
設

定
し
、
業
績
・
能
力
・
態
度

を
課
長
が
評
価
し
最
終
的
に

村
長
が
決
定
。
客
観
性
を
保

ち
公
正
な
評
価
を
行
う
。

垢
 克
雪
セ
ン
タ
ー
の
改
修

は
吹
雪
に
よ
る
通
行
止
め
の

た
め
に
畳
の
部
屋
が
必
要
で

は
。

茅
 今
後
は
ド
ラ
イ
バ
ー
等

を
収
容
す
る
場
所
と
し
て
自

然
交
流
セ
ン
タ
ー
を
考
え
て

い
る
。

垢
 マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
交
付
状
況
は
。

茅
 申
請
は
　
名
程
度
で
　

８０

５０

名
弱
に
交
付
済
み
。

垢
 公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
策
定
業
務
委
託
料
は
ど

の
施
設
か
。

茅
 村
が
保
有
し
管
理
す
る

施
設
全
部
。

民
生
費

垢
 グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
増
設

の
考
え
は
。

茅
 慎
重
に
検
討
し
た
い
。

衛
生
費

垢
 Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
台
数
は
。

茅
 現
在
６
台
で
１
台
増
や

す
。

垢
 Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
を

普
及
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
。

茅
 検
討
し
た
い
。

垢
 子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

の
後
遺
症
の
状
況
は
。

茅
 発
症
者
は
認
め
ら
れ
な

い
。

垢
 子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

の
調
査
を
個
別
に
す
る
こ
と

【平成２８年度の主な新規・拡大事業】

①村食・情報拠点づくり・地域おこし協力隊定住起業支援事業

　（７，０４２万９千円）→１５ページに事業内容を掲載しています。

②特定疾患患者通院扶助事業（２１万４千円）→年２回限度の通院費助成を月

２万円まで拡大。

③へき地保育所運営事業（７１９万８千円）→第２子以降の保育料を無料化。

④乳幼児等医療費助成事業（１８９万円）→高校生までの医療費無料化。

⑤プレママ検診助成事業（１１６万１千円）→妊婦健康診査費用に加え、健診

に伴う通院費用を１５回分まで助成。

⑥各種健診事業（６１９万３千円）→前立腺がん、子宮がんＨＰＶ検査、ピロ

リ菌検査の実施。

⑦定住促進住環境整備支援事業（４４０万円）→住宅改修や空き家住宅の購入

費用等に対し、内容を拡充し助成。

⑧若年者雇用促進助成事業（７２万円）→若年者を雇用促進するため企業等の

事業主に対し助成。

⑨起業者等支援補助事業（５００万円）→新規起業者及び事業の改善・拡大に

対し補助。

⑩村イメージキャラクター制作事業（１０７万９千円）→着ぐるみを制作し村

のＰＲを推進。

　
予
算
審
査
特
別
委
員
会
（
委
員
長
・
新
田
武
夫
議
員
）
は
、
３
月
９
日
・
　
日
に
開
催
さ
れ
、

１０

平
成
　
年
度
一
般
会
計
予
算
ほ
か
５
特
別
会
計
予
算
の
審
査
を
行
い
、
い
ず
れ
も
全
員
賛
成
に

２８

よ
り
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

主

な

質

疑

平成28年度初山別村各会計予算

総額　29 億 8，950万円を可決
～地方創生、少子化対策に向けたソフト事業に重点化～

予算
審査

特　別
委員会

新田　武夫　委員長



窺

は
で
き
な
い
か
。

茅
 検
討
し
た
い
。

垢
 安
全
性
が
確
立
す
る
ま

で
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
中
止
し

て
は
ど
う
か
。

茅
 国
が
推
奨
し
て
い
る
も

の
で
判
断
は
難
し
い
。

労
働
費

垢
 若
年
者
雇
用
促
進
助
成

金
は
、
途
中
２
ヶ
月
休
業
す

る
場
合
は
対
象
に
な
る
か
。

漁
業
法
で
個
人
で
該
当
す
る

事
業
者
は
い
る
の
か
。

茅
 短
期
雇
用
は
対
象
外
だ

が
今
後
検
討
し
た
い
。
現
時

点
の
制
度
で
は
、
漁
業
者
の

雇
用
形
態
で
の
助
成
は
難
し

い
。

農
林
水
産
業
費

垢
 ナ
マ
コ
密
漁
の
被
害
状

況
と
取
り
締
ま
り
方
法
は
。

茅
 ３
月
４
日
、
苫
前
沖
に

不
審
船
が
見
つ
か
っ
た
と
の

情
報
あ
っ
た
が
、
何
も
捕
ら

ず
逃
げ
た
。
密
漁
防
止
対
策

協
議
会
と
羽
幌
地
区
沿
岸
防

犯
協
会
で
漁
協
、
警
察
署
と

連
携
し
対
策
を
練
っ
て
い
る
。

垢
 ナ
マ
コ
の
漁
場
の
密
度

が
薄
く
な
っ
て
い
る
。
防
犯

カ
メ
ラ
や
セ
ン
サ
ー
付
き
ラ

イ
ト
の
補
助
を
検
討
し
て
は
。

茅
 防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
は

漁
協
か
ら
話
し
を
受
け
て
い

る
の
で
、
意
見
を
参
考
に
対

応
し
た
い
。

垢
 有
明
の
桜
ロ
ー
ド
か
ら

公
園
に
か
け
て
の
桜
の
開
花

情
報
を
流
せ
な
い
か
。

茅
 ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
掲
載

等
、
情
報
発
信
の
方
法
を
検

討
し
た
い
。

垢
 ア
ラ
イ
グ
マ
の
駆
除
予

算
は
。

茅
 １
５
０
頭
分
を
計
上
。

商
工
費

垢
 イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
制
作
委
託
業
務
　
万
９

９９

千
円
の
内
訳
は
。

茅
 着
ぐ
る
み
や
シ
ー
ル
の

制
作
費
。

土
木
費

垢
 自
治
会
委
託
の
草
刈
り

と
業
者
委
託
の
草
刈
り
は
、

同
一
労
働
同
一
賃
金
の
視
点

は
あ
る
か
。

茅
 自
治
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
的
取
り
組
み
と
委
託
料
単

価
は
同
じ
設
定
で
は
な
い
。

平
成
　
年
度
は
若
干
単
価
を

２８

上
げ
て
い
る
。

消
防
費

垢
 地
域
防
災
計
画
策
定
業

務
委
託
料
４
５
０
万
円
に
つ

い
て
。

茅
 現
在
の
計
画
は
、
平
成

　
年
度
に
策
定
し
た
も
の
で
、

１９

法
令
等
改
正
す
べ
き
事
項
が

多
岐
に
渡
っ
て
い
る
た
め
、

専
門
業
者
に
策
定
を
委
託
す

る
。

垢
 要
支
援
者
名
簿
の
作
成

が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。
災
害

時
に
要
支
援
の
人
た
ち
を
地

域
の
人
が
ど
う
助
け
る
の
か

難
し
い
問
題
で
あ
る
が
、
ど

う
し
て
い
く
の
か
。

茅
 今
後
、
名
簿
を
よ
り
詰

め
て
、
自
主
防
災
組
織
を
設

立
す
る
過
程
で
具
体
的
な
形

に
し
て
い
き
た
い
。

教
育
費

垢
 初
山
別
小
学
校
屋
上
防

水
補
修
工
事
請
負
費
２
９
９

万
円
だ
が
、
新
築
後
４
年
で

ど
う
い
う
状
況
か
。

茅
 カ
ラ
ス
が
防
水
シ
ー
ト

を
突
っ
つ
い
て
し
ま
い
、
色
々

対
策
を
講
じ
た
が
現
在
の
防

水
シ
ー
ト
で
は
駄
目
で
あ
り
、

カ
ラ
ス
が
い
た
ず
ら
出
来
な

い
よ
う
に
工
事
す
る
。

垢
 学
校
教
育
に
お
い
て
も

ふ
る
さ
と
教
育
に
よ
っ
て
、

子
ど
も
た
ち
が
村
に
誇
り
や

愛
着
を
持
つ
こ
と
が
大
事
で

あ
る
。
桜
ロ
ー
ド
が
満
開
の

時
に
連
れ
て
行
っ
て
見
せ
て

ほ
し
い
。

茅
 堤
案
を
学
校
へ
伝
え
た

い
。

 簡
易
水
道
特
別
会
計
 

垢
 一
般
会
計
か
ら
の
大
幅

な
繰
り
入
れ
で
賄
わ
れ
て
い

る
が
、
企
業
会
計
的
な
判
断

で
願
い
た
い
が
。

茅
 事
業
改
善
に
向
け
て
、

簡
易
水
道
、
下
水
道
環
境
を

充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
。

内
容
の
詳
細
は
、
会
議
録

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
会
議
録
の
閲
覧
や
傍
聴

に
関
す
る
こ
と
は
、
議
会

事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
緯
　
・
２
２
１
１

６７

　
村
は
、　

年
前
か
ら
借
金

１０

は
約
　
億
円
減
少
。
基
金
は

１２

　
億
円
積
み
増
し
、
実
質
公

１０債
費
比
率
も
　
％
減
少
。
堅

１０

実
な
財
政
運
営
に
敬
意
を
表

す
る
。
来
年
度
は
、
大
型
事

業
も
一
区
切
り
し
、
村
民
の

生
活
に
密
着
し
た
、
き
め
細

か
な
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い

る
。
中
で
も
子
育
て
に
お
け

る
保
育
所
第
２
子
か
ら
の
無

料
化
、
高
校
生
ま
で
の
医
療

費
の
無
料
化
と
若
者
が
安
心

し
て
生
活
で
き
る
施
策
で
あ

る
。
ま
た
、
議
会
で
一
般
質

問
が
あ
っ
た
ゴ
ミ
収
集
の
問

題
、
が
ん
検
診
が
予
算
に
盛

り
込
ま
れ
た
こ
と
は
大
変
意

義
深
い
。

　
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
で
の
ム
ラ
カ

フ
ェ
や
交
通
弱
者
対
策
と
、

今
後
も
よ
り
良
い
行
政
運
営

を
お
願
い
す
る
。

議

長

所

感

２８年度予算を全員起立で可決



丑

　
　
　
※
第
１
回
定
例
会
分

 一
般
会
計
 

◇
３
２
４
７
万
６
千
円
を
追

加
し
、
総
額
　
億
７
７
２
４

２４

万
１
千
円
に
。

 主
な
質
疑
 

垢
 雪
が
少
な
く
除
排
雪
が

少
な
か
っ
た
と
思
う
が
、
除

雪
費
増
の
理
由
は
。

茅
 少
雪
で
推
移
し
て
き
た

が
、
２
月
に
か
け
て
降
雪
が

集
中
し
、
結
果
的
に
予
算
に

不
足
が
生
じ
た
。

垢
 先
日
の
大
雨
で
の
災
害

現
場
に
業
者
の
重
機
が
入
っ

て
い
た
が
、
予
算
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

茅
 既
定
予
算
で
対
応
す
る
。

 国
民
健
康
保
険
特
会
 

◇
２
１
２
万
４
千
円
を
減
額

し
、
総
額
３
億
４
２
８
９
万

１
千
円
に
。

 介
護
保
険
特
会
 

◇
１
４
５
６
万
３
千
円
を
減

額
し
、
総
額
１
億
４
３
１
９

万
５
千
円
に
。

 簡
易
水
道
特
会
 

◇
　
万
７
千
円
を
減
額
し
、

４４
総
額
２
億
２
４
５
２
万
８
千

円
に
。

 農
業
集
落
排
水
特
会
 

◇
　
万
５
千
円
を
減
額
し
、

２３
総
額
１
億
４
１
９
８
万
８
千

円
に
。

◆
第
１
回
臨
時
会（

１
月
　
日
）

２８

〇
条
例
改
正

・
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

→
人
事
院
勧
告
に
伴
い
、
職

員
の
給
与
を
引
き
上
げ
。

　
給
料
　

　
　
平
均
　
０
坩４
％

　
期
末
手
当
　

　
　
年
間
　
０
坩１
月
分

・
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

→
職
員
に
準
じ
、
村
長
、
副

村
長
、
教
育
長
の
期
末
手

当
を
引
き
上
げ
。

　
年
間
　
０
坩１
月
分

・
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬

及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

→
職
員
に
準
じ
、
議
員
の
期

末
手
当
を
引
き
上
げ
。

　
年
間
　
０
坩１
月
分

　
　

◆
第
２
回
臨
時
会

（
３
月
　
日
）

２８

〇
補
正
予
算

 一
般
会
計
 

◇
８
１
２
２
万
円
を
追
加
し
、

総
額
　
億
５
８
４
６
万
１
千

２５

円
に
。

　
う
ち
「
食
・
情
報
拠
点
づ
く

り
・
地
域
お
こ
し
協
力
隊
定

住
起
業
支
援
事
業
」
７
０
４

２
万
９
千
円
を
平
成
　
年
度

２８

事
業
と
し
て
繰
り
越
し
。（
事

業
内
容
は
　
Ｐ
に
掲
載
）

１５

 主
な
質
疑
 

垢
 村
映
像
制
作
業
務
委
託

料
と
放
課
後
児
童
あ
ず
か
り

業
務
委
託
料
に
つ
い
て
説
明

願
う
。

茅
 村
映
像
制
作
業
務
は
、

克
雪
管
理
セ
ン
タ
ー
を
改
修

し
た
「
食
・
情
報
の
拠
点
」

で
、
村
を
紹
介
す
る
ビ
デ
オ

を
流
し
、
村
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た

め
制
作
す
る
も
の
。

　
放
課
後
児
童
あ
ず
か
り
業

務
は
、
新
し
く
設
立
す
る
法

人
が
業
務
を
行
う
予
定
。
放

課
後
に
児
童
が
遊
び
に
寄
れ

る
場
所
を
解
放
す
る
。
将
来

的
な
学
童
保
育
に
移
行
す
る

前
の
試
行
段
階
と
し
て
行
い

た
い
。

垢
 自
学
塾
の
内
容
は
。

茅
 教
室
的
な
塾
で
は
な
く
、

子
供
た
ち
が
自
学
し
て
勉
強

を
習
慣
す
る
た
め
の
場
所
を

提
供
し
、
そ
こ
に
大
人
が
付

く
イ
メ
ー
ジ
を
想
定
。

垢
 平
成
　
年
度
に
計
上
し

２８

た
克
雪
管
理
セ
ン
タ
ー
改
修

費
は
３
５
０
０
万
円
だ
が
、

１
３
０
０
万
円
ほ
ど
増
額
し

て
る
が
、
何
が
変
わ
っ
た
の

か
。　
き
ち
ん
と
し
た
精
査
・

積
算
が
必
要
で
は
。

茅
 実
施
設
計
段
階
で
精
査

し
た
と
こ
ろ
、
解
体
費
や
断

熱
補
強
分
が
増
額
に
な
っ
た
。

　
予
算
の
組
み
立
て
の
指
摘

は
十
分
肝
に
銘
じ
た
い
。

　
３
月
９
日
・
　

日
に
開
か

１０

れ
た
定
例
会
に
は
、
両
日
に

わ
た
り
延
べ
　
人
の
村
民
の

１５

方
々
が
傍
聴
に
訪
れ
、
議
員

の
質
問
や
村
長
等
の
答
弁
に

熱
心
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
傍
聴
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
に
も
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
身
近
で
開
か
れ
た

議
会
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
傍
聴
に
お
越
し
下
さ
い
。

補

正

予

算

臨
　

時
　

会

傍
聴
の
 

　
　
お
知
ら
せ

予算審査に聞き入る傍聴者の皆さん



碓

食・情報拠点づくり・地域おこし協力隊定住起業支援事業

地方創生の取り組み本格化へ加地方創生の取り組 み本格化 へ加速速

議　　会　　の　　う　　ご　　き

第１回定例会（議長外議員全員）
９～ １０

１　　　　月
予算審査特別委員会（議長外委員全員）第１回臨時会（議長外議員全員）２８
初山別中学校卒業式（議長外議員多数）１３２　　　　月
例月出納検査（監査委員）１５管内市町村長との意見交換会（議長・苫前町）

１２
総務経済常任委員会（議長外委員全員）１６例月出納検査（監査委員）
初山別駐在所開所式（議長）

１８
管内町村監査委員協議会役員会（監査委員・札幌市）１６

北るもい漁業協同組合通常総代会（副議長・羽幌町）北海道監査委員協議会定例大会（監査委員・札幌市）１７
初山別小学校卒業式（議長外議員多数）１９北部方面総監を囲む会（副議長・留萌市）１８
管内町村議会議長会臨時総会（議長・羽幌町）２４議会運営委員会（議長外委員全員）

２３
第２回臨時会（議長外議員多数）２８議会全員協議会（議長外議員全員）
羽幌町し尿前処理施設完成式（議長・羽幌町）

３０
北留萌消防組合議会定例会（土門議員・羽幌町）

２６
初山別診療所完成セレモニー（議長外議員多数）羽幌町外２町村衛生施設組合議会定例会（三谷議員・羽幌町）

４　　　　月３　　　　月
事務局訓示（議長）１小平町副議長議会葬（議長・留萌市）５
議会報発行特別委員会（委員長外委員全員）１５自衛隊入隊予定者激励会（議長・留萌市）６

「
食
・
情
報
拠
点
づ
く
り
・
地
域
お
こ
し

協
力
隊
定
住
起
業
支
援
事
業
」
は
、
村
克
雪

管
理
セ
ン
タ
ー
を
改
修
し
、
食
・
情
報
の
拠

点
、
村
民
が
集
う
場
を
作
り
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
カ
フ
ェ
な
ど
の
運
営
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
併
せ
て
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

の
定
住
支
援
、
雇
用
創
出
を
図
り
ま
す
。

（
こ
の
事
業
は
、
国
の
地
方
創
生
加
速
化

交
付
金
３
２
０
０
万
円
の
交
付
を
受
け
実

施
す
る
も
の
で
す
。）

「ムラカフェ」として生まれ変わる克雪管理センタ「ムラカフェ」として生まれ変わる克雪管理センターー

～ 総事業費　7，042万９千円を予算計上 ～

〇
主
な
事
業
費
の
内
訳

①
ム
ラ
カ
フ
ェ
内
部
改
修
工
事
請

負
費
　
　
　
　
４
８
５
０
万
円

②
ム
ラ
カ
フ
ェ
内
部
改
修
工
事
監

理
業
務
委
託
料
　
２
７
３
万
円

③
ム
ラ
カ
フ
ェ
管
理
用
備
品
購
入

費
　
　
　
　
　
１
０
２
６
万
円

④
村
映
像
制
作
業
務
委
託
料

　
　
　
　
　
　
　
　
２
１
６
万
円

⑤
放
課
後
児
童
あ
ず
か
り
業
務
委

託
料
　
　
　
１
４
１
万
５
千
円

⑥
自
学
塾
業
務
委
託
料

　
　
　
　
　
　
　
　
９
７
２
千
円

⑦
地
域
お
こ
し
協
力
隊
法
人
設
立

補
助
金
　
　
　
　
２
５
２
千
円

⑧
村
観
光
協
会
事
務
局
運
営
費
補

助
金
　
　
　
　
　
１
３
２
万
円

⑨
嘱
託
職
員
賃
金

　
　
　
　
　
　
１
６
４
万
４
千
円

噛
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
皆
さ
ん

村
﨑
隊
員

津
村
隊
員

堀
隊
員

佐
古
隊
員

坂
本
隊
員

安
田
隊
員



　
新
し
い
初
山
別
診
療
所
の
オ
ー
プ

ン
セ
レ
モ
ニ
ー
が
３
月
　
日
に
開
か

３０

れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
診
療
所
は
昭
和
　
年
２４

に
建
て
ら
れ
、　

年
の
間
使
わ
れ
て

４１

き
ま
し
た
が
、
村
総
合
振
興
計
画
に

基
づ
き
建
て
直
さ
れ
た
も
の
で
、
過

疎
化
・
高
齢
化
が
進
行
す
る
中
、
村

民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

よ
う
に
と
想
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
　
セ
レ
モ
ニ
ー
の
後
は
新
し
い
診
療

所
内
を
見
学
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

お
り
、
住
民
の
方
々
は
普
段
な
か
な

か
立
ち
入
る
こ
と
の
出
来
な
い
場
所

を
見
て
回
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
新
し
い
診
療
所
で
の
診
察

は
４
月
５
日
よ
り
行
っ
て
い
ま
す
。

臼

お
知
ら

お
知
ら
せせ

初
山
別
診
療
所
オ
ー
プ
ン

Ｋ
の
潜
入
記
③
～
春
～

　
こ
ん
に
ち
は
。
村
民
歴
が
３
年
に
な

り
ま
し
た
「
Ｋ
」
と
申
し
ま
す
。
こ
の

コ
ー
ナ
ー
を
読
ん
で
下
さ
っ
て
い
る
皆

様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
回
は「
春
」。卒
業
・
入
学
の
シ
ー
ズ

ン
は
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん

は
ど
ん
な
と
き
に
「
春
」
を
感
じ
ま
す

か
？
　
Ｋ
は
フ
ル
ー
チ
ェ
の
Ｃ
Ｍ
が
放
送

さ
れ
、
ス
ー
パ
ー
に
桜
餅
が
出
回
る
よ

う
に
な
る
と
春
を
感
じ
ま
す
。は
い
。皆

さ
ん
お
察
し
の
と
お
り
、
花
よ
り
団
子

派
な
ん
で
す
ね
。

　
さ
て
、
花
と
い
え
ば
桜
で
す
が
、
今

年
の
桜
ま
つ
り
は
ぜ
ひ
開
催
さ
れ
て
ほ

し
い
で
す
ね
。Ｋ
の
実
家
は
雨
男
・
雨
女

の
集
ま
り
の
よ
う
で
、
母
が
遊
び
に
来
た

２
年
前
の
桜
ま
つ
り
は
見
事
に
雨
で
中

止
に
な
り
ま
し
た
。昨
年
は
実
家
か
ら
誰

も
来
な
か
っ
た
た
め
か
、
天
候
に
恵
ま
れ

無
事
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。も
う
お
分
か

り
で
す
ね
。今
年
Ｋ
の
す
べ
き
こ
と
は
た

だ
ひ
と
つ
。実
家
か
ら
遊
び
に
来
る
者
を

村
に
入
れ
な
い
こ
と
で
す
！
　
広
報
６

月
号
の
表
紙
候
補
の
行
事
、
ま
し
て
や

今
年
で
最
後
の
行
事
。無
駄
に
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
概

　
結
果
は
６
月
号
、
表
紙
ま
た
は
「
５
月

の
あ
ん
な
こ
と
こ
ん
な
こ
と
」
の
ペ
ー
ジ

に
桜
ま
つ
り
の
記
事
が
載
れ
ば
Ｋ
の
勝

利
で
ご
ざ
い
ま
す
。何
も
載
ら
な
け
れ
ば

…
お
察
し
下
さ
い
。

結
論
：
果
た
し
て
守
れ
る
か
？

　
　
　
村
の
行
事
。

完成又は
完了期限落札率契約額（税込）

予定価格（税込）
（事前公表○）

請負（委託）業者参　加　業　者工事・業務の名称
入　札　等
実施年月日

Ｈ２８
３.２５

８９.９％２,３５９,８００〇２,６２４,４００
㈱アクティ
建築設計

（札幌市）
（旭川市）
（留萌市）
（旭川市）
（旭川市）
（札幌市）

㈱ズコーシャ札幌支店
㈱柴滝建築設計事務所
㈱高田建築設計事務所
㈱中原建築設計事務所
㈱司設計事務所
㈱アクティ建築設計

克雪管理センター
改修工事実施設計
委託業務

一)業務２１
 １月１５日

Ｈ２８
２.２６

９６.７％１８,９００,０００〇１９,５４８,０００
㈲道北水道
設備

（初山別村）
（初山別村）
（初山別村）
（初山別村）

初山別土建㈱
㈲道北水道設備
㈱前田建設
㈲三協産業

初山別地区
統合整備工事
（第１工区）

水)工事６
 １０月２２日

Ｈ２８
２.２６

９６.７％２５,１６４,０００〇２６,０１７,２００
初山別
土建㈱

（初山別村）
（初山別村）
（初山別村）
（初山別村）

初山別土建㈱
㈲道北水道設備
㈱前田建設
㈲三協産業

初山別地区
統合整備工事
（第２工区）

水)工事７
 １１月１１日

Ｈ２８
１２.２１

９５.２％２,９７０,０００〇３,１２１,２００
㈲道北水道
設備

（初山別村）
（初山別村）
（初山別村）
（初山別村）

初山別土建㈱
㈲道北水道設備
㈱前田建設
本堂・三協 ＪＶ

個別排水
処理施設工事

農)工事３
 １０月２２日

Ｈ２８
２.２６

９４.１％６９１,２００７３４,４００
新栄
クリエイト㈱

（札幌市）新栄クリエイト㈱
簡易水道施設
水質計器点検
委託業務

水)業務４
 １月１５日

※予定価格が１３０万円以上の建設工事及び調査・測量設計委託業務 
　　　 落札率小数点第２位四捨五入 （単位：円）

入札及び見積合せ結果のお知らせ（平成２７年度 ２７．１０～２８．３）



北海道立羽幌病院か ら のお知 ら せ 【平成２８年６月分 外来診療体制】

受付時間等応 援 医 師
金木水火月

診　療　科
午後午前午後午前午後午前午後午前午後午前

８：００～１１：００
１３：３０～１５：００

○○－○○○－○○○内 科

８：００～１１：００留萌市立 高橋院長代行第４水曜日（２２日）午前中のみ　完全予約制循環器内科

８：００～１１：００重原医師予約○－－－－－－－－呼吸器内科

８：００～１１：００
（電話予約できます）
（診察は１０：００から）

（担当　佐 尾々医長）－－－○－－－－－－消化器内科

（診察は１４：００から）重原医師予約－－－－－－－－－禁　煙　外　来

８：００～１１：００札幌医大－○－○－○－○－○外 科

８：００～１１：００－○－○－○－○－○整 形 外 科

渡部整形外科
渡部院長

第２・４火曜日（１４日・２８日）午後
整形専門外来
（完全予約制）

８：００～１１：００
１３：００～１５：００

旭川医大 井上講師
第２・４月曜日　午前・午後
（１３日・２７日）

－○－○－○－○○○小 児 科

８：００～１１：００
１３：３０～１５：００

金野医師－－－－－－○○－－婦 人 科

（電話にて申込み）（当院助産師）－－－－－－予約予約－－ミルキー外来

８：００～１１：００旭川医大より－－－－－－－○－－眼科（完全予約制）

８：００～１１：００札幌医大より－－－－－－－－－○皮 膚 科

８：００～１１：００札幌医大より第１・３・５水曜日（１日・１５日・２９日）午前中のみ耳 鼻 咽 喉 科

８：００～１０：３０札幌医大より毎週木曜日　午前中のみ泌 尿 器 科

札幌医大 小林講師月１回（紹介患者のみ）精 神 科

渦

１．内科の予約の無い患者さまは９時３０分からの診察となります。

２．コンタクトレンズの処方は行っていませんのでご了承ください。

　平日は、北海道立消費生活センター、土日祝日は、
国民生活センターにつながります。
　役場では、経済課水産商工係が窓口です。

消費生活に関する相談は
消費者ホットラインへ

0570－064－370

一人で悩まず、まずは相談して下さい。

◎上記診療予定は変更となることもありますことを

ご了承ください。

転　　入

４／１　津　村　太　貴（初山別）

４／１　村　﨑　圭　梧（有　明）

４／１　堀　　　翔太郎（有　明）

４／１　金　山　茂　樹（初山別）

４／１　菅　藤　正　伸（初山別）

４／１　木　戸　遼太郎（初山別）

４／４　山　本　貴　大（初山別）

４／６　小　野　和香菜（初山別）

４／１３　安　藤　弘　喜（初山別）

４／２７　八　巻　椋　一（初山別）

お
 知
 
ら
 せ

★夜間・土日・祝日診療は緊急性のある重篤な患者さまに限らせ

ていただきます。

★緊急性のない軽傷の患者様は、夜間・土日・祝日の受診は控え

ていただき、平日の診療時間内に受診されるようご協力願いま

す。（なお、病状などでご心配なときや、受診を希望される場合

は看護師がご相談を承りますので、まず電話でご相談ください。

ご相談の内容によって医師と相談し、すぐに受診いただいたほ

うがよいか判断させていただきます。）電話 ０１６４－６２－６０６０

ひ と の う ご き

～平成２８年４月末～

人口と世帯数
人口 １,２４６人 （△３人）
 男 ６００人
 女 ６４６人
 世帯数 　５７６世帯 （＋２世帯）

（　） は前月比



　初山別村民憲章　　自然を愛し、いつもきれいな村にしましょう。

煙この広報誌は再生紙を使用しています。
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行

 ２０１６
№
５６９

嘘

● 今月の主な行事予定 ●
（５／１１～６／１０）

行　　　　　事　　　　　等日月

広報しょさんべつ配布（５月号）
ほしっこくらぶ

１１昌

５

月

予防接種１２昭

１３晶

１４松

第２５回桜まつり１５掌

１６捷

１７昇

１８昌

乳幼児健診１９昭

破砕・危険ごみ収集日（有明・栄・豊岬・明里・共成地区）２０晶

国道花壇植栽（初山別市街地）２１松

２２掌

２３捷

２４昇

ほしっこくらぶ会場開放日２５昌

広報配布（お知らせ版）
予防接種

２６昭

粗大ごみ２７晶

２８松

総合健診（豊岬館）２９掌

総合健診（自然交流センター）３０捷

総合健診（有明母と子の家）３１昇

１昌

６

月

２昭

３晶

４松

５掌

６捷

７昇

ほしっこくらぶ８昌

予防接種９昭

広報しょさんべつ配布（６月号）１０晶

消防初山別支署からのお知らせ！
平成２５年４月１日から

ご理解とご協力をお願いします

救救 急急 出動する消防車両は、
道路交通法に則り緊急走行時
サイレンを吹鳴しています。

　４月１９日、梅澤安男氏が自衛官募集相談員

に委嘱されました。

　自衛官募集相談員とは、自衛隊志願者に関

する情報の提供、自衛隊地方協力本部の行う

募集のための、いろいろな広報に対するお手

伝いを個人の好意に基づい

て行っている市町村民を言

い（参考：自衛隊岡山地方

協力本部ホームページ）、

現在、相談員は梅澤氏１名

であり、１６年以上活動して

おります。これからも活躍

が期待されます。

自衛官募集相談員の委嘱状交付式

　平成２８年３月末現在、北海道内における振

り込め詐欺等の認知件数は３６件で、被害総額

は約５，７００万円でした。

☆最近の手口（羽幌町内で実際にあった不審

電話の事例です）

①一般の住宅に企業のパンフレットなどが

入った封書が送られてくる。

②後日、実在しない警察官を名乗る男から電

話があり、聞かれるままに封筒に書かれて

いた番号を伝えた。

③電話でニセの警察官から「企業が倒産した。

株主のあなたにも債務が発生している」と

言われた。

※ここで知人に相談したため、現金の被害

はありませんでした。

この他に、北海道内では

・アダルトサイト等の有料サイト利用料金の未

払いという名目でに現金を騙し取る詐欺（電

子マネーを使ったものも発生しています）

・銀行や役場職員を騙り、被害者に対して還

付手続きと嘘をついてＡＴＭを操作させ、

現金を振り込ませる詐欺が発生しています。

　お金が「必要・もうかる・増える・戻る・支払

え」等の話は特殊詐欺の疑いが濃厚です。

　すぐに、ご家族、知人、警察にご相談ください。

　羽 幌 警 察 署 　　緯６２－１１１０

　警察相談ダイヤル　　　＃９１１０

あなたを騙そうとする特殊詐欺
～ こんな話に要注意 ～


